
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市街化調整区域の開発行為等）

	　市街化調整区域の開発行為等は、都市計画法により市街化を抑制すべき区域として開発が制限されています。市街化調整区域内で開発が出来るものは、市街化調整区域で開発を行うやむを得ない理由があるもの、例えば、市街化調整区域の周辺において居住している方々に必要な店舗等や農家の二、三男等が分家する場合等で、市街化調整区域内において開発が必要な場合に許可が出来ることになっています。

　開発行為等の内容を十分お聞きし、許可の基準及び他法令との調整など申請者に適切な判断を示すために事前に協議をすることにしています。


☆　説明資料・・・・・一部　　※全て複写可

　１．書　類

1 理由書

2 土地の登記簿謄本

3 家族関係（年齢、続柄等）・・・住宅の建設時

4 会社の事業内容及び人数 ・・・工場等の建設時

5 周辺の写真（２方向以上）

　２．図　面

1 位置図（１万～５万分の１程度の住宅地図等）

※開発予定地を表示すること。

2 配置図（Ａ４程度、写真の撮影方向表示）

※前面の道路、敷地の寸法、建物の配置、敷地と建物の面積を記入すること。

3 公　図（字限図）

4 予定建築物の配置、平面図（建築確認申請の図面程度）

　◎　なお、事前相談から許可まで２、３ヶ月かかる場合がありますので、なるべく早めに相談をするようにして下さい。
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